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地域で生きる障害者を支える会通信

さまざまな地域の中で
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住所:横浜市港北区下田町6-31-8 

活動ホーム「しもだJ肉

TEL 045-562-3600 

FAX 045-562-5991 

障害者も生き生きとした生活を

爽やかな季節となりました。

この一ヶ月個人的な理由から、普段行ったことも無い埼玉県のそ

れもかなり奥まった地方の人たちとふれあうことがありました。

道を尋ねるのにもちょっと困るほど、道路の両脇は人家も少なく折から樹木に花が咲き乱

れる美しい田園風景がひろがっていました。そんな中で沿道のあちらこちらに福祉法人の看

板だ、けがたつています。おそらくは老人施設が多いのでしょうが。

大きな県立の専門病院に近いところに、障害を持った人たちと支える人たちでやっている

小さなレストランがありました。ログ、ハウス風のテラスの付いた素朴なお庄で、土地で取れ

る無農薬の野菜を売ったり、地域作業所などで作った手作り品や、竹炭とその製品なども売

るコーナーがあります。メニューは、健康に配慮したランチや飲み物も多く、雰囲気は、な

かなかお酒落でいつもにぎわっています。障害者と支える人たちのコンビが絶妙でした。

障害を持った人たちも、仕事に生かされているのか、明るくはつらつとしていました。

お屈の裏手へ回ると少しはなれたところに鶏が 14羽のどかに飼われています。さらに少

し歩くと小さな障害者地域作業所があって、週に3日だけ聞かれている。と書いてあります。

まことにのどかな風景です。

* * * 
横浜のような都市部とは、障害者を取り巻く事情も大きく異なっているのでしょうが、今

度のように「障害者自立支援法案」にみるような国の制度のこととなれば、こうしたすべて

の地域の方たちと色々な事を共有し、ともに手を取り合って行かねばならないのですが、「ど

のようなかたちで連帯していけるのかな.. . . . Jと、ふと思いました。

ともあれ、それぞれの環境の中で、障害を持った人たちが地域と溶け合って生きている姿

を見ると、本当にほっとします。

都内の混雑を抜けて、横浜に帰り着くと、グループホームにもいくつもの笑顔があり、今

流にいえば“いやされ"る感じがしました。
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風が吹いています

港北ふれあい委員会

事務局長関野茂喜

青い葉を優しく揺らせ、煙草に汚れた肺を癒してくれそうな、

春の風

樹木を激しく揺らせ、歩くことも逃げることも許してはくれそうもない日もある、

夏の風

まわ

澄んだ大気が全てを抱擁し、環りと自己の存在を一瞬、教えてくれそうな秋の風

葉を落とさせ、生き物の活動を眠らせ、人の心さえもー且停止させてしまう日もある、

冬の風

季節の流れは、その日その時の人の心のようです。嬉しかったり悲しかったり、スト

レスが爆発したり穏やかになったり、風の流れのようです。

子供の頃、ハンデ、イキャップという風が吹いた後

歩く視線の痛さや、労働環境の悲惨さや、ハンディキャッパーの生きる選択肢の少な

さを知った時から、行動の風が自分に吹いた。

未だ、すべてが到達出来ない、旅に出た気がする

体は今、仕事と病気でボロボロですが、これからもたくさんの不平等にアクションが

必要な時代です。なのに強い風や凍てつく風から逃げたいと思う、葛藤の風が吹いて

いる今日この頃です。

横浜市でも例が少ない重度障碍者のグループホーム運営に奮闘されている『ょっば』

関係者の皆様に、共感と感謝を申し上げます。

|活動ホームしもだ地域交流バザーへのおさそい|

5月 15日(日)10:30より 14:00まで恒例となった「しもだjのバザーがあります。

「支える会」もボランティアとして参加する他、福祉コーナーに手作り品やお漬物などを中

心としたお庖を出します。毎年たくさんの人で賑わう大規模な催しですので、お時聞があれ

ばお出かけ下さい。
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|会員更新についてのお知らせとお願い|

早いものでまた会員更新のお願いをする時期になりました。

これまで多くの会員のご協力で、充実した活動ができました。

だれもが段々忙しくなる昨今ですが、少しずつ力を出し合って

目的を実現させていくことは、ほんとに素晴らしいことです。

重度重複障害者も地域の中で生き生きと暮らすということは、なかなか大変なこと

です。

ほとんどあきらめていたグ、ループホームで、の生活が実現したことは、他の多くの人達

にも小さな希望の光となりました。

これからも決して簡単なことではありませんが、たくさんの会員の支えでこの光を

守り育てましょう!グソレープホームを設立することは、一つの事業ですが、『生活』は

毎日毎日続いていく終わりのない営みです。支える会にたくさんの会員の思いが集る

ということが、日々暮らしている人達や、直接仕事として関わっている人達にも、励

ましとなっています。

これからも、「地域で生きる障害者を支える会」の会員・賛助会員として、できる時

にできることで、一人一人のライフスタイルに合わせた息の長い活動をお願いします。

会費の納入について

1.同封の振り込み用紙をご利用ください。直接お手渡しでも結構です。

年会費会 員:一口 2000円

*事業の企画、運営、準備活動などにご参加くださる方。

*できるだけ、総会などの会議にもご出席ください。

賛助会員:一口 2000円一何口でも一

*主として、資金面でのご協力、側面からのご支援等。

団体会員:一口 10，000円から

2.振り込み用紙に、会員・賛助会員のいずれかご希望をご記入ください

尚お知り合いの方にもご入会をお勧めいただければ幸いです。


